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抗リン酸化 Smad3L モノクローナル抗体の販売開始について 
 
本日当社は、関西医科大学医学部・内科学第三講座(松崎 恒一准教授)と共同開発を行ってま

いりました新製品、「抗リン酸化 Smad3L モノクローナル抗体」の販売を開始しますので、お

知らせいたします。 
 
【概要】 
生体内で重要な調節機構を担っているタンパク質の可逆的リン酸化反応は、現在日本人の死

因の第一位である｢がん｣疾患にも深く関与しています。この過程には、キナーゼ（リン酸化）

とホスファターゼ（脱リン酸化）が関係し、細胞内の重要なタンパク質の多くは、このリン酸

化・脱リン酸化によりその機能が精密に制御され、これらの破綻が｢がん｣の一因であると考え

られています。 
今回新しく販売を開始する 2 種類のモノクローナル抗体は、Smad3 分子の中央に位置する

リンカー部分の、特定のリン酸化部位を特異的に捉えることができる抗体です。一つは 213 番

目のセリンがリン酸化された Smad3 を特異的に認識するモノクローナル抗体 (pSmad3L 
S213 抗体) であり、もう一つは、179 番目のスレオニンがリン酸化された Smad3 を特異的に

認識するモノクローナル抗体 (pSmad2L/3L Thr220/Thr179 抗体) です。 
松崎 恒一準教授らは、上記２種類のモノクローナル抗体を用いて、ヒトがん組織における

リン酸化 Smad3 の時間的・空間的動態を解析しました。その結果、｢がん化｣過程が進むに連

れて、細胞増殖を促進する pSmad3L S213 を介するシグナルが優位となることを見いだしま

した。さらに、浸潤能に関わる pSmad2L/3L Thr220/Thr179 を介するシグナルが、進行がん

の浸潤部で観察されました。以上のことから、これらの抗体を用いた、部位特異的リン酸化

Smad3 の詳細な分析は、今後、がんの増殖、浸潤、および線維化などの病態解析に役立つと期

待されます。 
 

【製品情報】 
 

製品番号 製品名 容量 価格 
10385 Anti- Smad2L/3L (T220/T179 Phosphorylated) (1A1) 

Mouse IgG MoAb 
50μg 

5μg 
¥58,000 
¥15,000 

10387 Anti- Smad3L (S213 Phosphorylated) (5A11) 
Mouse IgG MoAb 

50μg 
5μg 

¥58,000 
¥15,000 

 
 



 

 

【用語解説】 
＊TGF-β と Smad3 リン酸化との関わりについて 
Transforming Growth Factor (TGF)-βは、細胞の増殖・分化や細胞外マトリックス産生など、

生体内でさまざまな重要機能を担っています。TGF-βは、転写因子 Smad3 のリン酸化を介し

て、そのシグナルを伝達しています。生理的な状態では臓器の恒常性を保つため、Smad3 リン

酸化は、生体機能を発揮した後、直ちに脱リン酸化され、非リン酸化状態に戻ります。しかし、

このリン酸化 Smad シグナルの可逆性が、慢性炎症やウイルス感染症によって破綻すると、『が

ん化やがん細胞の浸潤／転移』ならびに『過剰な細胞外マトリックス蓄積』の原因となり、日

本人死因の上位を閉める主要疾患の病態形成に深く関わるようになります。 
以上 


